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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転軸に取り付けられるレゾルバロータと、このレゾルバロータの径方向外方に配置さ
れ、当該レゾルバロータの外周面に隙間をあけて対向する複数のティース部を周方向に間
隔をあけて有している環状のレゾルバステータと、このレゾルバステータの外周面が嵌合
される筒形状の嵌合部を有するケース部材と、を備えているレゾルバであって、
　前記レゾルバステータの外周面には、径方向外方に突出する３個以上の突出部が周方向
に間隔をあけて形成され、この突出部の形成位置において前記レゾルバステータの外周面
が前記嵌合部の内周面にしまりばめの状態で嵌合され、
　前記嵌合部の外周面には、径方向外方に立ち上がるリブが形成されていることを特徴と
するレゾルバ。
【請求項２】
　前記突出部は、前記レゾルバステータにおける複数の前記ティース部間に相当する周方
向位置に形成されている請求項１に記載のレゾルバ。
【請求項３】
　前記突出部は、前記レゾルバステータにおける前記ティース部の形成部位に相当する周
方向位置に形成されている請求項１に記載のレゾルバ。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載されたレゾルバと、
　内輪、外輪、及びこれらの間に転動可能に配置された転動体を有し、かつ回転軸を回転
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自在に支持するための転がり軸受と、を備え、
　前記レゾルバのケース部材は、前記転がり軸受の外輪が取り付けられる外輪取付部を有
しており、
　前記レゾルバステータ及び前記転がり軸受が、前記ケース部材によって１ユニットとし
て組み立てられていることを特徴とするレゾルバ付き転がり軸受装置。
【請求項５】
　前記外輪取付部は、前記嵌合部とは異なる径の筒形状に形成され、かつその内周面に対
して前記転がり軸受の外輪の外周面が嵌合され、
　前記外輪取付部と前記嵌合部との間には径方向に沿った円板部が設けられている請求項
４に記載のレゾルバ付き転がり軸受装置。
【請求項６】
　前記外輪取付部、前記嵌合部、及び前記円板部が、一体に形成されている請求項５に記
載のレゾルバ付き転がり軸受装置。
【請求項７】
　前記外輪取付部は、筒形状に形成されるとともに前記嵌合部に対して軸方向にずれた位
置に設けられ、
　前記外輪は、前記外輪取付部の外周面を嵌合させる被取付部を備えている、請求項４に
記載のレゾルバ付き転がり軸受装置。
【請求項８】
　前記外輪取付部は、前記嵌合部とは異なる径の筒形状に形成され、
　前記外輪取付部と前記嵌合部との間には径方向に沿った円板部が設けられている請求項
７に記載のレゾルバ付き転がり軸受装置。
【請求項９】
　前記被取付部は、径方向外方へ突出する鍔部を備えている、請求項７又は８に記載のレ
ゾルバ付き転がり軸受装置。
【請求項１０】
　前記ケース部材には、前記回転軸を有する機器のハウジングに対する取付部が設けられ
、前記外輪の外周面に、前記ハウジングの内周面に嵌合される被嵌合部が設けられている
、請求項７～９のいずれかに記載のレゾルバ付き転がり軸受装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モータ等に設けられた回転軸の回転角度（回転位置）を検出するために用い
られるレゾルバ及びレゾルバ付き転がり軸受装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　レゾルバは、回転軸の回転角度（回転位置）を検出するために用いられる角度検出装置
の一つであり、レゾルバステータとレゾルバロータとを備えている。レゾルバステータは
、円環状に形成されると共に、その内周面にコイルを巻回した複数のティース部（歯部）
を周方向に間隔をあけて備えている。また、レゾルバロータは、レゾルバステータの径方
向内側に隙間をあけた状態で配置され、回転軸に一体回転可能に取り付けられている（例
えば、特許文献１、２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－９０５１１号公報
【特許文献２】特開２００７－３３６７１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　特許文献１に記載されたレゾルバは、レゾルバステータの外周面が円筒形状のケースの
内周面に圧入により嵌合されている。しかしながら、ケースの内周面の一部に歪や寸法誤
差があると、レゾルバステータの内周面に設けられた一部のティース部の径方向の位置が
変化し、レゾルバロータとの隙間を適切に設定できなくなるおそれがある。
【０００５】
　また、特許文献１（特に、図２）には、外輪の軸方向端部に圧入用円筒部が形成され、
この圧入用円筒部の内周面にケースの外周面を圧入させることによって、ケースに転がり
軸受が固定されたレゾルバも開示されている。しかしながら、このレゾルバにおいては、
外輪の圧入用円筒部とレゾルバステータとが軸方向に関してほぼ同じ位置に配置されるた
め、外輪の圧入用円筒部に圧入させることによってケースに生じた歪みの影響がレゾルバ
ステータに直接的に及び、レゾルバロータとの隙間を適切に設定できなくなるおそれがあ
る。また、外輪は、モータ等のハウジングに対して嵌合により固定されるが、高温環境下
での使用によってハウジングが外輪よりも大きく熱膨張すると、外輪の締め代が小さくな
り、外輪がハウジング内で空回りしたり、この空回りによってハウジングが摩耗したりす
る可能性がある。
【０００６】
　また、特許文献２に記載されたレゾルバは、レゾルバステータ及びレゾルバロータがそ
れぞれ個別の部品とされ、さらに、回転軸を回転自在に支持する転がり軸受もレゾルバス
テータやレゾルバロータとは個別の部品とされており、これらはモータ等のハウジングや
回転軸に対してそれぞれ個別に取り付けられる。そのため、レゾルバ及び転がり軸受を構
成する各部品の取り扱いや、ハウジング及び回転軸に対するレゾルバや転がり軸受の組み
付け作業が煩雑となり、各部品の軸心合わせなどの組み付け精度を高めるのが困難となっ
ていた。
【０００７】
　本発明は、上記のような実状に鑑みてなされたものであり、ケース部材の歪の影響をほ
とんど受けることなくケース部材にレゾルバステータを取り付け、レゾルバステータのテ
ィース部とレゾルバロータとの隙間を適切に設定することができるレゾルバ及びレゾルバ
付き転がり軸受装置を提供することを主目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、回転軸に取り付けられるレゾルバロータと、このレゾルバロータの径方向外
方に配置され、当該レゾルバロータの外周面に隙間をあけて対向する複数のティース部を
周方向に間隔をあけて有している環状のレゾルバステータと、このレゾルバステータの外
周面が嵌合される筒形状の嵌合部を有するケース部材と、を備えているレゾルバであって
、前記レゾルバステータの外周面には、径方向外方に突出する３個以上の突出部が周方向
に間隔をあけて形成され、この突出部の形成位置において前記レゾルバステータの外周面
が前記嵌合部の内周面にしまりばめの状態で嵌合され、前記嵌合部の外周面には、径方向
外方に立ち上がるリブが形成されていることを特徴とする。
【０００９】
　この構成によれば、レゾルバステータは、その外周面のうち突出部が形成された位置に
おいて嵌合部に嵌合されるので、レゾルバステータの外周面全体を嵌合部に圧入する場合
に比べて当該嵌合部の歪等の影響を受けることが少なくなり、レゾルバステータのティー
ス部とレゾルバロータとの隙間を適切に設定することができる。したがって、回転軸の回
転角度の検出精度を維持することができる。
【００１０】
　前記突出部は、前記レゾルバステータにおける複数の前記ティース部間に相当する周方
向位置に形成されていることが好ましい。
　この構成によれば、嵌合部の内周面によってレゾルバステータが突出部の形成位置にお
いて径方向内方に押されたとしても、ティース部の径方向位置が変化することはほとんど
ない。従って、ティース部とレゾルバロータとの隙間を適切に設定することができる。ま
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た、レゾルバステータのティース部間は、径方向の肉厚が薄く、径方向に弾性変形し易い
ので、嵌合部の内径に歪や寸法誤差が生じていたとしても、これらを好適に吸収すること
ができ、嵌合部にレゾルバステータをより確実に嵌合させることができる。
【００１１】
　前記突出部は、前記レゾルバステータにおける前記ティース部の形成部位に相当する周
方向位置に形成されていてもよい。
　ティース部の形成部位は、レゾルバステータの径方向の肉厚が厚く、剛性も高くなるた
め、この部分に突出部を形成することによって嵌合部に対するレゾルバステータの圧入荷
重を高めることができる。
【００１４】
　本発明のレゾルバ付き転がり軸受装置は、上記の各レゾルバと、内輪、外輪、及びこれ
らの間に転動可能に配置された転動体を有し、かつ回転軸を回転自在に支持するための転
がり軸受と、を備え、前記レゾルバのケース部材は、前記転がり軸受の外輪が取り付けら
れる外輪取付部を有しており、前記レゾルバステータ及び前記転がり軸受が、前記ケース
部材によって１ユニットとして組み立てられていることを特徴とする。
【００１５】
　このような構成によって、レゾルバ及び転がり軸受の取り扱いやハウジング及び回転軸
に対する組み付け作業を容易に行うことができる。また、レゾルバステータと転がり軸受
とが１ユニットとして組み立てられているので、これらの軸心合わせを精度よく行うこと
ができる。そのため、この転がり軸受に組み付けられる回転軸やこの回転軸に取り付けら
れるレゾルバロータと、レゾルバステータとの組み付け精度も高めることができる。
【００１６】
　前記外輪取付部は、前記嵌合部とは異なる径の筒形状に形成され、かつその内周面に対
して前記転がり軸受の外輪の外周面が嵌合され、前記外輪取付部と前記嵌合部との間には
径方向に沿った円板部が設けられていることが好ましい。
　このように、嵌合部と外輪取付部との間に円板部を設けることによって、例えば、外輪
取付部に外輪を嵌合させることによって生じた外輪取付部の歪み等が嵌合部に及ぶことは
ほとんど無く、当該嵌合部とレゾルバステータとの嵌合を適切に行うことができる。
【００１７】
　前記外輪取付部、前記嵌合部、及び前記円板部が、一体に形成されていることが好まし
い。これによってケース部材を容易に製造することができる。
【００１８】
　前記外輪取付部は、筒形状に形成されるとともに前記嵌合部に対して軸方向にずれた位
置に設けられ、前記外輪は、前記外輪取付部の外周面を嵌合させる被取付部を備えていて
もよい。
　このような構成によっても、外輪取付部に外輪を取り付けることができる。また、外輪
取付部は嵌合部に対して軸方向にずれた位置に配置されているので、外輪の被取付部に外
輪取付部を嵌合させることによって生じた外輪取付部の歪み等が嵌合部に及ぶことを抑制
することができ、当該嵌合部の内周面に嵌合されたレゾルバステータと、レゾルバロータ
との隙間を適切に設定することができる。
【００１９】
　前記外輪取付部は、前記嵌合部とは異なる径の筒形状に形成され、前記外輪取付部と前
記嵌合部との間には径方向に沿った円板部が設けられていてもよい。
　このように外輪取付部と嵌合部との間に円板部を設けることによって、外輪の被取付部
に外輪取付部を圧入することによって生じた外輪取付部の歪み等が嵌合部に及ぶことはほ
とんどなく、当該嵌合部の内周面に嵌合されたレゾルバステータと、レゾルバロータとの
隙間をより適切に設定することができる。
【００２０】
　前記被取付部は、径方向外方へ突出する鍔部を備えていてもよい。
　これによって被取付部の剛性を高め、当該被取付部に対する外輪取付部の圧入荷重（被
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取付部による締付荷重）を十分に確保することができるとともに、転がり軸受によって回
転軸をより安定して支持することができる。
【００２１】
　前記ケース部材には、前記回転軸を有する機器のハウジングに取り付けられる取付部が
設けられ、前記外輪には、前記ハウジングの内周面に嵌合される被嵌合部が設けられてい
てもよい。
　このような構成によって、外輪は、自身が直接的にハウジングに支持されるだけでなく
、ケース部材の取付部がハウジングに取り付けられることによっても当該ハウジングに支
持される。そのため、転がり軸受によって回転軸を安定して支持することができるととも
に、ハウジングの熱膨張によって外輪の締め代が減少したとしても、外輪がハウジング内
で空回りしたり、これに伴ってハウジングが摩耗したりすることもない。
 
 
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、ケース部材の歪等の影響をほとんど受けることなくケース部材にレゾ
ルバステータを取り付けることができ、レゾルバステータのティース部とレゾルバロータ
との隙間を適切に設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係るレゾルバを示す側面断面図である。
【図２】レゾルバの一部を示す正面図である。
【図３】レゾルバの一部を示す側面図である。
【図４】ケース部材の斜視図である。
【図５】レゾルバステータ及びレゾルバロータを示す正面図である。
【図６】レゾルバステータの一部を拡大して示す正面図である。
【図７】ステータコアを示す正面図である。
【図８】ステータコアの一部を示す斜視図である。
【図９】本発明の第２の実施の形態におけるステータコアの一部を示す斜視図である。
【図１０】本発明の第３の実施の形態に係るレゾルバを示す側面断面図である。
【図１１】本発明の第４の実施の形態に係るレゾルバを示す側面断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係るレゾルバを示す側面断面図である。
　本実施の形態のレゾルバ１０は、例えば、ハイブリッド自動車に使用されるモータジェ
ネレータの回転軸１１の回転角度（回転位置）を検出するために用いられるものであり、
レゾルバステータ１２と、レゾルバロータ１３とを備えている。さらに、本実施の形態の
レゾルバ１０は、回転軸１１を回転自在に支持するための転がり軸受１４をも備えたレゾ
ルバ付き転がり軸受装置を構成しており、レゾルバステータ１２及び転がり軸受１４がケ
ース部材１５を介して１ユニットとして一体的に組み立てられている。
【００２５】
　図１に示されるように、転がり軸受１４は、内輪軌道１８を有する内輪１９と、この内
輪１９の径方向外側に同心状に配置され、外輪軌道２０を有する外輪２１と、内輪軌道１
８及び外輪軌道２０の間に転動可能に配置された複数の転動体２２とを備えている。本実
施の形態の転がり軸受１４は、転動体２２としての玉を備えた玉軸受とされている。また
、転がり軸受１４の外輪２１はケース部材１５に固定され、内輪１９は回転軸１１に一体
に形成された取付部１６に固定されている。
【００２６】
　図２は、レゾルバ１０の一部（レゾルバロータ１３を除く一部）を示す正面図、図３は
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、レゾルバ１０の一部（同上）を示す側面図である。また、図４は、ケース部材１５の斜
視図である。
　図１～図４に示されるように、ケース部材１５は、転がり軸受１４の外輪２１が取り付
けられる外輪取付部２４と、レゾルバステータ１２が取り付けられる嵌合部２５とを備え
ている。外輪取付部２４は、円筒形状に形成されており、その内周面に外輪２１の外周面
が圧入により嵌合・固定される。また、嵌合部２５も円筒形状に形成されており、レゾル
バステータ１２の外周面が圧入により嵌合・固定される。
【００２７】
　外輪取付部２４は嵌合部２５よりも小径に形成されており、外輪取付部２４と嵌合部２
５との間には径方向に沿って配置される円板部２７が形成されている。また、外輪取付部
２４の軸方向一端部（軸方向に関して嵌合部２５とは反対側の端部（図１における外輪取
付部２４の右端部））には、径方向内方へ屈曲する内鍔部２８が形成されている。
【００２８】
　嵌合部２５の軸方向他端部（軸方向に関して外輪取付部２４とは反対側の端部（図１に
おける嵌合部２５の左端部））には、径方向外方へ屈曲する外鍔部２９が形成されている
。そして、外輪取付部２４、嵌合部２５、円板部２７、内鍔部２８、及び外鍔部２９は、
金属製の板材に対してプレス加工（絞り加工）等の塑性加工を施すことによって一体成形
されている。
【００２９】
　内鍔部２８は、外輪取付部２４に嵌合された外輪２１の軸方向の位置を規制する規制部
として機能している。また、外鍔部２９は、後述するコネクタ部５１（図２参照）の位置
を除いて概ね嵌合部２５の全周に形成されており、嵌合部２５を外周側から補強するリブ
としての機能を有している。また、外鍔部２９には、さらに径方向外側に延びるフランジ
部（取付部）３１が周方向に一定の間隔をあけて複数（図示例では３個）形成されている
。このフランジ部３１には、軸心Ｏを中心とする円弧状の長孔３２が形成されている。
【００３０】
　図１に示されるように、ケース部材１５は、固定リング３４を介してモータジェネレー
タ等のハウジング３５に取り付けられる。固定リング３４は、図２に示されるように、周
方向に一定の間隔をあけて複数（３個）のボス部３６を有しており、このボス部３６には
ボルト挿通孔３７が形成されている。そして、ケース部材１５のフランジ部３１に固定リ
ング３４を重ね合わせ、ボルト挿通孔３７及び長孔３２に挿入されたボルト３８をハウジ
ング３５に螺合することによって、ケース部材１５がハウジング３５に取り付けられる。
また、長孔３２の範囲内でケース部材１５の周方向の位置を調整することができる。なお
、固定リング３４は必ずしも必要ではなく、可能であればフランジ部３１を直接ボルトに
よってハウジング３５に取り付けてもよい。
【００３１】
　図１に示されるように、回転軸１１には、取付部１６が一体に形成されている。取付部
１６は、回転軸１１の外周面の一部を径方向外方に突出させることによって構成されてい
る。この取付部１６の軸方向一端部には、内輪１９が圧入嵌合される内輪取付部１６ａが
形成されており、取付部１６の軸方向中途部には、レゾルバロータ１３が固定されている
。
　なお、この取付部１６は、回転軸１１とは別体の部品として構成されていてもよい。こ
の場合、取付部１６を金属材料や合成樹脂材料等によって円筒形状に形成し、回転軸１１
の外周面に嵌合することによって一体回転可能に取り付けてもよい。
【００３２】
　図５は、レゾルバステータ１２及びレゾルバロータ１３を示す正面図、図６は、レゾル
バステータ１２の一部を拡大して示す正面図である。レゾルバステータ１２は環状に形成
されており、ステータコア４２と、コイル４３と、インシュレータ４４とを備えている。
図７は、ステータコア４２を示す正面図であり、ステータコア４２は、単層又は複数層の
珪素鋼板等の磁性材料から形成されており、円環状の環状部４５と、この環状部４５の内
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周面から径方向内方へ向けて突出する複数（図示例では８個）のティース部４６とを一体
に備えている。複数のティース部４６は周方向に一定の間隔をあけて形成されている。ま
た、各ティース部４６は、基部４６ａと先端部４６ｂとからなり、基部４６ａは先端部４
６ｂよりも周方向の幅が小さく、先端部４６ｂは基部４６ａから周方向両側へ大きく拡が
った形状に形成されている。そして、このティース部４６の基部４６ａに対して励磁用及
び出力用のコイル４３が巻き付けられる。
【００３３】
　図５に示されるように、インシュレータ４４は、合成樹脂等の絶縁材料によって環状に
形成されている。また、インシュレータ４４は、図１に示されるように、ステータコア４
２の軸方向両側の面にそれぞれ配置されている。そして、図６に示されるように、インシ
ュレータ４４は、ステータコア４２のティース部４６を被覆する被覆部４８を有しており
、当該被覆部４８はティース部４６をコイル４３から絶縁している。
【００３４】
　インシュレータ４４の被覆部４８は、径方向に一対の壁部５０ａ，５０ｂを有しており
、この一対の壁部５０ａ，５０ｂの間にコイル４３が巻き付けられている。ステータコア
４２の軸方向の一方面に配置されたインシュレータ４４には、コイル４３を接続させる端
子を備えたコネクタ部５１が形成されている（図５参照）。また、当該一方のインシュレ
ータ４４の軸方向端部には、コイル４３を軸方向外側から覆う環状のカバー部材５２が取
り付けられている（図１～３参照）。
【００３５】
　図５に示されるように、レゾルバロータ１３は、正面視（軸方向視）で略楕円形状に形
成され、その外周面が、レゾルバステータ１２のティース部４６に対して隙間をあけて対
向している。回転軸１１が回転すると、レゾルバロータ１３も一体的に回転し、レゾルバ
ステータ１２の各ティース部４６とレゾルバロータ１３との隙間の大きさが変化する。そ
して、レゾルバステータ１２の励磁用のコイル４３に交流電流を流しておくと、出力用の
コイル４３には、その隙間の大きさの変化に応じた出力が発生し、この出力に基づいて回
転軸１１の回転角度を検出することができる。励磁用のコイル４３は全てのティース部４
６に対して設けられ、出力用のコイル４３は、ＳＩＮ出力用のコイル４３とＣＯＳ出力用
のコイル４３とからなり、これらは複数のティース部４６に対して周方向に交互に設けら
れる。そして、ＳＩＮ出力用のコイル４３とＣＯＳ出力用のコイル４３との出力電圧の振
幅変化は９０°位相がずれており、この出力電圧を信号処理することによって回転軸１１
の回転角度を検出することができる。
【００３６】
　図８は、ステータコア４２を部分的に示す斜視図である。図７及び図８に示されるよう
に、レゾルバステータ１２のステータコア４２の外周面には、複数の突出部５３が周方向
に一定の間隔をあけて形成されている。各突出部５３は、当該突出部５３を除くステータ
コア４２の外周面の半径よりも小さい半径の円弧形状に形成されている。また、本実施の
形態のステータコア４２には、ティース部４６と同数の８個の突出部５３が形成されてい
る。各突出部５３は、複数のティース部４６の間に相当する周方向位置に配置されている
。なお、図７及び図８においては、突出部５３の形状を理解し易くするために、突出部５
３を径方向外方へ大きく突出させているが、実際はステータコア４２の外周面から僅かに
突出する程度となっている。
【００３７】
　図１に示されるように、ステータコア４２は、その外周面がケース部材１５の嵌合部２
５の内周面に嵌合されることによって取り付けられている。そして、ステータコア４２の
外周面に突出部５３が形成されているので、当該突出部５３の位置においてステータコア
４２が嵌合部２５にしまりばめの状態で圧入されている。また、突出部５３を除くステー
タコア４２の外周面は、すきまばめの状態で嵌合部２５に嵌合されている。したがって、
突出部５３が嵌合部２５に対する締め代を形成している。
【００３８】
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　ステータコア４２の外周面全体を嵌合部２５に圧入した場合、例えば、嵌合部２５の内
周面の一部に歪や寸法誤差があると、その部分においてステータコア４２のティース部４
６の径方向位置が変化し、レゾルバロータ１３との隙間が周方向の一部において適切に設
定されなくなり、回転軸１１の回転角度を正確に検出することが困難となる。つまり、嵌
合部２５の内周面の真円度が、回転角度の検出精度に大きく影響してしまうという不都合
が生じる。これに対して本実施の形態の場合、ステータコア４２の外周面のうち、突出部
５３が形成された部分のみが嵌合部２５に圧入されているため、上記のような不都合が生
じる可能性を低くすることができる。
【００３９】
　また、本実施の形態では、突出部５３が複数のティース部４６間に相当する周方向位置
に形成されている。そのため、嵌合部２５の内周面によってステータコア４２が径方向内
方に押されたとしても、ティース部４６の径方向位置が変化することはほとんどない。し
たがって、ティース部４６とレゾルバロータ１３との隙間を適切に設定することができ、
回転角度の検出精度を維持することができる。また、ステータコア４２のティース部４６
間は、径方向の肉厚が薄く、径方向に弾性変形し易くなっている。そのため、嵌合部２５
の内径に歪や寸法誤差が生じていたとしても、これらを好適に吸収することができ、嵌合
部２５にステータコア４２をより確実に圧入させることができる。
【００４０】
　また、本実施の形態では、嵌合部２５の外周部に外鍔部２９が形成されることによって
嵌合部２５の剛性が高められており、これによってステータコア４２の圧入荷重（嵌合部
２５による締付荷重）を十分に確保することができる。また、嵌合部２５の外周部に外鍔
部２９が形成されることによって、プレス加工によって成型されるケース部材１５の寸法
精度、特に嵌合部２５の寸法精度を高めることが可能となっている。
【００４１】
　ケース部材１５は、嵌合部２５と外輪取付部２４との間に円板部２７を備えているので
、嵌合部２５に対するレゾルバステータ１２の嵌合と、外輪取付部２４に対する外輪２１
の嵌合とが相互に影響を及ぼすことがない。例えば、外輪取付部２４に外輪２１を嵌合さ
せることによって外輪取付部２４に歪等が生じたとしても、その影響が嵌合部２５に及ぶ
ことはほとんどなく、レゾルバステータ１２のティース部４６とレゾルバロータ１３との
隙間が狂ってしまうこともない。
【００４２】
　ケース部材１５を構成する外輪取付部２４、嵌合部２５、円板部２７、内鍔部２８、及
び外鍔部２９はプレス加工により一体成形されているので、ケース部材１５を容易に製造
することができる。
　また、本実施の形態のレゾルバ１０は、レゾルバステータ１２及び転がり軸受１４が、
ケース部材１５によって一体化（１ユニット化）されているので、これらが別体として構
成されている場合に比べて、レゾルバ１０及び転がり軸受１４の取り扱いや、ハウジング
３５や回転軸１１に対する組付けを容易に行うことができる。また、レゾルバステータ１
２及び転がり軸受１４が一体化されることによって、レゾルバステータ１２と転がり軸受
１４との軸心合わせを正確に行うことができ、この転がり軸受に組み付けられる回転軸や
この回転軸に取り付けられるレゾルバロータと、レゾルバステータとの組み付け精度も高
めることができる。
【００４３】
　図９は、本発明の第２の実施の形態におけるステータコア４２の一部を示す斜視図であ
る。
　本実施の形態では、ステータコア４２の外周面に形成された突出部５３が、各ティース
部４６の形成位置に相当する周方向位置に配置されている。そのため、次のような作用効
果を奏する。
【００４４】
　ステータコア４２におけるティース部４６の形成部位においては、ステータコア４２の
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径方向の肉厚が厚く剛性が高いため、径方向に変形し難くなる。そのため、ティース部４
６の形成部位に相当する周方向位置に突出部５３を形成することによって、嵌合部２５に
対する圧入荷重を十分に確保できるという利点がある。また、突出部５３はレゾルバステ
ータ１２に生じる磁束密度が比較的小さい部分に形成されることになるので、当該突出部
５３を形成することに伴う検出信号レベルの低下を抑制することができる。
【００４５】
　図１０は、本発明の第３の実施の形態に係るレゾルバを示す側面断面図である。
　本実施の形態のレゾルバ１０は、第１の実施の形態のレゾルバ１０よりもケース部材１
５における外輪取付部２４が軸方向に短く、この外輪取付部２４の軸方向端部には、第１
実施の形態のような内鍔部２８（図１参照）が形成されていない。一方、転がり軸受１４
の外輪２１の軸方向端部（左端部）には軸方向に突出する被取付部２１ａが形成されてい
る。この被取付部２１ａは円筒形状に形成されると共に、その外径が外輪２１の外径と略
同一であり、内径が外輪２１の内径よりも大きく形成されている。そして、被取付部２１
ａの内周面に外輪取付部２４の外周面が圧入により嵌合され、これによってケース部材１
５に外輪２１が固定されている。
【００４６】
　また、外輪２１は、ハウジング３５に形成された筒状支持部３５ａの内周面に嵌合され
る外周面（被嵌合部）２１ｂを備えている。したがって、本実施の形態の外輪２１は、外
輪２１を取り付けたケース部材１５がフランジ部（取付部）３１を介してハウジング３５
に取り付けられることによってハウジングに固定されるだけでなく、外輪２１自身が直接
的に嵌合されることによってもハウジング３５に固定されている。これにより、転がり軸
受１４をより強固にハウジング３５に固定することができ、この転がり軸受１４によって
回転軸１１を安定して支持することができる。
【００４７】
　また、ハウジング３５が外輪２１よりも線膨張係数の大きい材質（例えば、アルミニウ
ム合金等）で形成されている場合、高温環境下ではハウジング３５が外輪２１よりも大き
く熱膨張し、筒状支持部３５ａに対する外輪２１の締め代が低減する。しかしながら、外
輪２１はケース部材１５を介してハウジング３５に固定されているので、筒状支持部３５
ａ内で空回りしてしまうことがない。
【００４８】
　また、外輪取付部２４は、嵌合部２５とは軸方向にずれた位置に形成されているので、
外輪２１の被取付部２１ａに対する外輪取付部２４の嵌合と、嵌合部２５に対するレゾル
バステータ１２の嵌合とが相互に影響を及ぼすのを抑制することができる。さらに、嵌合
部２５と外輪取付部２４との間には円板部２７が形成されているので、被取付部２１ａに
対する外輪取付部２４の嵌合と、嵌合部２５に対するレゾルバステータ１２の嵌合とが相
互に影響を及ぼすのをより抑制することができる。例えば、外輪２１の被取付部２１ａに
外輪取付部２４を嵌合させることによって外輪取付部２４に歪等が生じたとしても、その
影響が嵌合部２５に及ぶことが少なくなり、レゾルバステータ１２のティース部４６とレ
ゾルバロータ１３との隙間寸法が狂ってしまうことなく、隙間の精度が好適に維持される
。
【００４９】
　図１１は、本発明の第４の実施の形態に係るレゾルバを示す側面断面図である。
　本実施の形態のレゾルバ１０は、第３の実施の形態と同様の構成を有しているが、転が
り軸受１４の外輪２１に形成された被取付部２１ａが、外輪２１の外周面２１ｂよりも径
方向外方へ突出する鍔部２１ｃを備えている点で第３の実施の形態とは異なっている。こ
の鍔部２１ｃによって被取付部２１ａの剛性が高められ、被取付部２１ａに対する外輪取
付部２４の圧入荷重（被取付部２１ａによる締付荷重）を十分に確保することができると
ともに、転がり軸受１４によって回転軸をより安定して支持することができる。
【００５０】
　本発明は、上記実施の形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された発
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　例えば、上記各実施の形態では、レゾルバステータ１２に形成された突出部５３が、テ
ィース部４６と同数（８個）とされていたが、嵌合部２５に対して適切に圧入することが
できれば、ティース部４６の数よりも少なく又は多くしてもよい。但し、嵌合部２５にレ
ゾルバステータ１２を安定して嵌合させるためには３個以上の突出部５３が必要である。
【００５１】
　突出部５３の数がティース部４６の数と異なる場合、嵌合部２５に突出部５３が圧入さ
れることに伴う各ティース部４６に対する影響、例えばティース部４６の径方向位置の変
位等が均一となるように、突出部５３の数及び位置を設定することが望ましい。例えば、
突出部５３が隣接するティース部４６間に形成されている場合には、複数の突出部５３が
軸心Ｏを中心とする対称位置に形成されることが好ましい。また、第２の実施の形態のよ
うに、突出部５３がティース部４６の形成部位に相当する周方向位置に形成されている場
合には、ＳＩＮ出力用のコイル４３を巻回したティース部４６と、ＣＯＳ出力用のコイル
４３を巻回したティース部４６とに対して、互いに同数の突出部５３が軸心Ｏを中心とし
て対称位置に形成されることが好ましい。
【００５２】
　また、レゾルバステータ１２のティース部４６の数、形状やレゾルバロータ１３の形状
等は、上記実施の形態に限定されるものではなく、従来公知の構成を適宜採用することが
できる。
【符号の説明】
【００５３】
　１０：レゾルバ、１１：回転軸、１２：レゾルバステータ、１３：レゾルバロータ、１
４：転がり軸受、１５：ケース部材、１９：内輪、２１：外輪、２１ａ：被取付部、２１
ｂ：外周面（被嵌合部）、２１ｃ：鍔部、２２：転動体、２４：外輪取付部、２５：嵌合
部、２７：円板部、２９：外鍔部（リブ）、４６：ティース部、５３：突出部
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